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0.1　概要

■ 本マニュアルは、BRDSシリーズにおけるGUIを用いたPMBus操作のマニュアルです。
初めてGUIを用いたPMBus操作を行う方を対象にわかりやすく説明したマニュアルですので
手順に従えばスムーズに評価が行えます。

0.2　関連ドキュメント

■ BRDS PMBus通信マニュアル

0-1
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2.1 Pin configuration 0. はじめに 



1.1　通信先アドレスの設定

■ PMBus通信をGUIを用いて行う際には、GUI上で通信先のアドレスを指定する必要があります。
以下に通信先のアドレス指定方法を示します。

1.「PMBusメイン画面」のページを表示する。

2.通信したい電源のアドレスをセルに記入する。(5台まで設定可能)

3.通信先電源のアドレス指定

1-1

通信先アドレスの設定
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アドレス 

①「アドレス設定」ボタンをクリック 

②通信したい電源を選択 

→「決定」ボタンをクリック 

分かりやすさのため、 

電源の名称を記入しておくこと

を推奨します。 

現在アドレス指定されている 

電源は黄色く表示されます。 

start 

end 

2.1 Pin configuration 1. アドレスの設定 



2.1　各値のモニタ

■ PMBus通信を用いて、入力電圧などをモニタする手順を以下に示します。

１．「PMBusメイン画面」のページを表示する。

２．「リアルタイム動作表示」のセルをクリック 

３．モニタ制御画面

各値のモニタ

2-1

「PMBusメイン画面」のシートを
表示 
 

「リアルタイム動作表示」のセルを

クリック 

この画面が現れるので、「►」を押すと、

モニタできるようになる。 

start 

next 

2.1 Pin configuration 2. 各値のモニタ 
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４．モニタ画面例
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入力電圧などのデータがリアルタイムで表
示される。 

end 

cont. 



3.1　出力ON/OFF機能を有効にする

■ PMBus通信を用いて、出力電圧を起動・停止させるには、出力ON/OFF機能を
有効にする必要があります。その手順を以下に示します。

１．「コマンド一覧」のページを表示する。

２．「ON_OFF_CONFIG」のセルをクリックする。

３．ON_OFF_CONFIGの設定変更

出力ON/OFF機能を有効にする
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start 

「コマンド一覧」のシートを表示 
 

ここをクリックすると、「ON_OFF_CONFIG」

のシートに移動する 

初期値に対してbit3に「１」を入力し、「設定値

書込み」をクリックすると、ON/OFF機能が有効

になる。 

１ 

end 

2.1 Pin configuration 3. 出力電圧 ON/OFF制御方法 
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3.2　出力ON⇒OFFにする

■ 出力をONからOFFにする手順を以下に示します。

１．「コマンド一覧」のページを表示する。

２．「OPERATION」のセルをクリックする。

３．OPERATIONの設定変更

出力をON⇒OFFにする

3-2

end 

「コマンド一覧」のシートを表示 
 

ここをクリックすると、「OPERATION」のシートに移

動する 

bit7,bit6に「０」を入力し、「設定値書込み」をク

リックすると、出力がOFFする。 

０ ０ 

start 
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3.3　出力OFF⇒ONにする

■ 出力をOFFからONにする手順を以下に示します。

１．「コマンド一覧」のページを表示する。

２．「OPERATION」のセルをクリックする。

３．OPERATIONの設定変更

出力をOFF⇒ONにする

3-3

「コマンド一覧」のシートを表示 
 

ここをクリックすると、「OPERATION」のシートに移

動する 

bit7を「１」、bit6,bit5,bit4に「０」を入力し、「設定値

書込み」をクリックすると、出力がONする。 

１ ０ 

start 

０ ０ 

end 

Applications manual 

For BRDS  



4.1　出力電圧可変

■ 出力電圧を可変する方法を以下に示します。

1.「PMBusメイン画面」のページを表示する。

2.Vo微調整(ユーザ)画面を表示する。

出力電圧可変

4-1

「Vo微調整(ユーザ)」セルをクリックする 

start 

設定画面が表示される 

next 

2.1 Pin configuration 4. 出力電圧可変 
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3.設定値を記入する。

4-2

cont. 

Vo微調整(ユーザ)についての詳細は、 

「BRDS PMBus通信マニュアル」の以下の 

コマンドを参照すること 
 
 

「電圧微調整」・・・VOUT_TRM [22H] 

①「変更後設定値」に変更値を 

記入 

②「設定値を電源に送信」ボタンを 

クリック 

③「OK」ボタンを 

クリック 

③「OK」ボタンを 

クリック 

→出力電圧の可変が 

完了 

end 
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5.1　起動条件設定

■ 起動、停止条件の設定を変更する方法を以下に示します。

1.「PMBusメイン画面」のページを表示する。

2.起動条件設定変更画面を表示する。

起動条件設定
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start 

next 

「起動条件設定変更」ボタンをクリックする 

設定画面が表示される 

2.1 Pin configuration 5.起動条件設定  
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3.設定値を記入する。

4.設定値を電源に反映させる。

5-2

cont. 

赤枠の設定値を記入 

各設定値についての詳細は、 

「BRDS PMBus通信マニュアル」の 

以下のコマンドを参照すること 
 

「起動電圧」・・・VIN_ON  [ 35h ] 

「停止電圧」・・・VIN_OFF  [ 36h ] 

「起動遅延時間」・・・TON_DELAY  [ 60h ] 

「立ち上がり時間」・・・TON_RISE   [ 61h ] 

出力電圧は未対応のため 

記入しないこと 

①「設定値を電源に送信」ボタンを 

クリック 

②「戻る」をクリックして、 

「PMBusメイン画面」の 

ページに戻る end 
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6.1　出力電圧異常停止設定

■ 出力電圧が異常となった場合の判定の閾値や判定後の電源の動作を設定する方法を
以下に示します。

1.「PMBusメイン画面」のページを表示する。

2.出力電圧異常停止設定画面を表示する。

出力電圧異常停止設定

6-1

2.1 Pin configuration 6. 電源保護動作の設定 
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start 

next 

「出力電圧異常停止」のセルをクリック 

設定画面が表示される 



3.設定値を記入する。

4.設定値を電源に送信する。

6-2
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cont. 

赤枠の設定値を記入 

各設定値についての詳細は、 
「BRDS PMBus通信マニュアル」の 
以下のコマンドを参照して下さい。 
 
「出力過電圧」 
VOUT_OV_FAULT_LIMIT   [ 40h ] 
「自動復帰時間」 
「自動復帰回数」 
VOUT_OV_FAULT_RESPONSE   [ 41h ] 
_________________________________ 
 
「出力低電圧」 
VOUT_UV_FAULT_LIMIT   [ 44h ] 
「自動復帰時間」 
「自動復帰回数」 
VOUT_UV_FAULT_RESPONSE   [ 45h ] 
 
 
 

「設定値を電源に送信」 

ボタンをクリック 

end 



6.2　電源温度異常停止設定

■ 電源温度が異常となった場合の判定の閾値や判定後の電源の動作を設定する方法を
以下に示します。

1.「PMBusメイン画面」のページを表示する。

2.電源温度異常停止設定画面を表示する。

電源温度異常停止設定

6-3

start 

「電源温度異常停止」のセルをクリック 

設定画面が表示される 

next 
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3.設定値を記入する。

4.設定値を電源に送信する。
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cont. 
赤枠の設定値、チェック欄を記入 

(チェック欄は必要に応じて記入) 

各設定値についての詳細は、 

「BRDS PMBus通信マニュアル」の 

以下のコマンドを参照して下さい。 
 

「過熱保護温度」 
OT_FAULT_LIMIT   [ 4Fh ] 

「再起動温度」 
MFR_OT_RESTART_LIMIT   [ E3h ] 

「自動復帰します」(チェック) 
OT_FAULT_RESPONSE   [ 50h ] 
_________________________________ 

「低温保護温度」 
UT_FAULT_LIMIT   [ 53h ] 

「再起動温度」 
MFR_UT_RESTART_LIMIT   [ E4h ] 

「動作を継続します」(チェック) 

「自動復帰します」(チェック) 
UT_FAULT_RESPONSE   [ 54h ] 

「設定値を電源に送信」 

ボタンをクリック 

end 
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6.3　入力電圧異常停止設定

■ 入力電圧が異常となった場合の判定の閾値や判定後の電源の動作を設定する方法を
以下に示します。

1.「PMBusメイン画面」のページを表示する。

2.入力電圧異常停止設定画面を表示する。

入力電圧異常停止設定

6-5
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start 

「入力電圧異常停止」のセルをクリック 

設定画面が表示される 

next 



3.設定値を記入する。

4.設定値を電源に送信する。

6-6
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cont. 
赤枠の設定値、チェック欄を記入 

(チェック欄は必要に応じて記入) 

各設定値についての詳細は、 

「BRDS PMBus通信マニュアル」の 

以下のコマンドを参照して下さい。 
 

「入力過電圧」 
VIN_OV_FAULT_LIMIT   [ 55h ] 

「異常停止後に自動復帰します」 

「動作を継続します」(チェック) 
VIN_OV_FAULT_RESPONSE   [ 56h ] 
_________________________________ 

「低入力電圧」 
VIN_UV_FAULT_LIMIT   [ 59h ] 

「停止電圧」 
VIN_OFF   [ 36h ] 

「異常停止後に自動復帰します」 

「動作を継続します」(チェック) 
VIN_UV_FAULT_RESPONSE   [ 5Ah ] 

「設定値を電源に送信」 

ボタンをクリック 

end 



6.4　過電流時停止設定

■ 出力電流が過電流となった場合の判定の閾値や判定後の電源の動作を設定する方法を
以下に示します。

1.「コマンド一覧」のページを表示する。

2.出力過電流保護閾値設定の画面を表示する。

過電流時停止設定

6-7
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start 

「IOUT_OC_FAULT_LIMIT」のセルをクリック 

設定画面が表示される 

next 



3.出力過電流保護設定値を記入する。

4.設定値を電源に送信する。

6-8
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cont. 

「変更後設定値」を記入 

設定値についての詳細は、 

「BRDS PMBus通信マニュアル」の 

以下のコマンドを参照して下さい。 
 
IOUT_OC_FAULT_LIMIT   [ 46h ] 

「設定値を反映させる」 

ボタンをクリック 

「OK」 

ボタンをクリック 

電源に送信する 

値を示しています。 

「OK」 

ボタンをクリック 

電源に書き込んだ 

値を示しています。 

next 



5.「コマンド一覧」のページを表示する。

6.出力過電流保護の停止動作の画面を表示する。

6-9

「IOUT_OC_FAULT_RESPONSE」のセルをクリック 

設定画面が表示される 

next 

Applications manual 

For BRDS  

cont. 



7.出力過電流保護の停止モード設定値を記入する。

8.設定値を電源に送信する。

6-10

end 
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cont. 

「変更後設定値」を記入 

設定値についての詳細は、 

「BRDS PMBus通信マニュアル」の 

以下のコマンドを参照して下さい。 
 
IOUT_OC_FAULT_RESPONSE   [ 47h ] 

「OK」 

ボタンをクリック 

電源に送信する 

値を示しています。 

「OK」 

ボタンをクリック 

電源に書き込んだ 

値を示しています。 

「設定値書き込み」 

ボタンをクリック 



7.1　保護動作による停止回数の確認

■ 電源の保護動作で停止した場合、停止回数を自動でカウントします。その停止回数を
確認する方法を以下に示します(出力過電圧で停止した場合の例を示します)。

1.「コマンド一覧」のページを表示する。

2.出力過電圧保護動作による停止回数の確認の画面を表示する。

保護動作による停止回数の確認

7-1

2.1 Pin configuration 7. 保護動作による停止回数の確認とリセット 
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start 

「MFR_VOUT_OV_FAULT_COUNT」の 

セルをクリック 

設定画面が表示され、 

「現在の設定値」に停止回数が表示される 

end 

出力過電圧保護以外の 

停止回数については、 

以下のコマンドを参照して下さい。 
 

「出力低電圧保護」 
MFR_VOUT_UV_FAULT_COUNT   [ F1h ] 

「過熱保護」 
MFR_OT_FAULT_COUNT   [ F2h ] 

「低温保護」 
MFR_UT_FAULT_COUNT   [ F3h ] 

「入力高電圧保護」 
MFR_VIN_OV_FAULT_COUNT   [ F8h ] 

「入力低電圧保護」 
MFR_VIN_UV_FAULT_COUNT   [ F9h ] 



7.2　保護動作による停止回数のリセット

■ 電源の保護動作で停止した場合、停止回数を自動でカウントします。その停止回数を
リセットする方法を以下に示します。※ユーザー保存データもリセットされます。

1.「コマンド一覧」のページを表示する。

2.保護動作による停止回数のリセットコマンドを送信する。

保護動作による停止回数のリセット

7-2
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start 

「MFR_CLEAR_USER_DATA」の 

セルをクリック 

送信画面が表示される 

F5h 

「OK」 

ボタンをクリック 

「OK」 

ボタンをクリック end 
電源に送信する 

値を示しています。 



8.1　設定値保存

■ サポートしているコマンドの全設定値をユーザストアメモリ(FLASHROM)に保存することで
入力電圧遮断後も設定値が保持されます。

1.「コマンド一覧」のページを表示する。

2.設定値を保存する。

設定値保存

8-1

start 

①「STORE_USER_ALL」をクリックする 

③「OK」ボタンを 

クリック 

→設定値の保存が 

完了 

②「OK」ボタンを 

クリック 

end 

電源が停止状態でないと設定値を保存することはできないため、 

「STORE_USER_ALL」コマンドを使用する場合は電源を停止すること。 

2.1 Pin configuration 8.設定値保存  
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9.1　パラメータリセット

■ PMBus通信を用いて、すべてのパラメータを初期状態に戻す手順を以下に示します。

１．「コマンド一覧」のページを表示する。

２．「RESTORE_DEFAULT_ALL」のセルをクリックする。

３．RESTORE_DEFAULT_ALLシートで送信

４．送信完了

パラメータリセット

9-1

「コマンド一覧」のシートを表示 
 

ここをクリックすると、以下の画面が現れ
て、パラメータが初期状態に戻る。 

「OK」をクリック 

「OK」をクリック 

start 

end 

2.1 Pin configuration 9. パラメータリセット 
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電源が停止状態でないと 

パラメータリセットはできないため、 

「RESTORE_DEFAULT_ALL」コマンドを 

使用する場合は電源を停止すること。 


